
プラス α 痛風の原因プラス α 痛風とは プラス α 予防するにはプラス α どんな症状？

　当院には、病理診断科という診
療科がありますが、その存在をご
存じの方はどれぐらいいらっしゃる
でしょうか。この病理診断科では、
患者さんの病変部から組織を採
取し、診断を行う「生検診断」や、
病変部から細胞だけを採取して
診断する「細胞診診断」などを
行っています。いわば患者さんの

診療を陰で支える“縁の下の力持ち”のような診療科です。
　病理診断とは、人間で例えるなら、一人ひとりの顔を見な
がら性格を判断するようなものです。患者さんの細胞を詳しく
見ていくと、まるで人相のように病気特有の性質が表れてい
るのがわかります。こうした細胞の形状やパターンを見なが
ら、適切な診療科に紹介し、適切な治療を受けていただける
ようにするのが病理診断科の役目です。会社組織でいえば、
面接で適性を判断し、適材適所で人材配置する人事課、と
いったところでしょうか。
　病理診断科で主に行われる「病理診断」では、大きく分け
て通常の検査で一部だけを取り出す方法と、手術で病変部
を切り取る方法の 2 つで検体を採取します。そして、採取し
た検体をホルマリンで固定して標本を作製し、腫瘍細胞の形
状、腫瘍細胞が持っている異常タンパク質の性状、遺伝子異
常のパターンを検索していきます。
　当院では、こうした検査の多くを院内で実施し、精度も自ら
管理することで、より正確かつ迅速に行える体制を整えてい
ます。ただ、病理業務は目視や手作業が多く、機械化が遅れ
てきました。そこでここ数年は、病理業務の近代化を急速に
進めています。その代表例が「バーチャルスライド」と「FISH
自動解析装置」の導入です。

　バーチャルスライドとは、標本の情報をすべてデジタル化
する機械で、カンファレンスにおける情報共有、遠隔地への

データ送付など、大きなメ
リットがあります。さらに、タン
パク質のパターンを読み取
る「免疫組織化学」という検
査の解析を自動で行い、人
間の目よりもブレのない安定
した判定が可能です。一
方、FISH自動解析装置とは、特定の遺伝子異常を検索し、
主にがん診断に使われる遺伝子検査「FISH解析」を自動で
行える機械のことです。昨年９月に一般病院では国内で初め
て当院に導入され、これにより、以前の数十倍の精度で解析

ができるようになりました。
　現在の医学では、病理診
断が占める割合が高く、な
かでもがんの治療方針、化
学療法での使用薬剤の決
定などに大きな役割を果た
しています。それだけに、病

理診断では間違いのない診断をすることが何より大切です。
　当院では、できる限り正確かつ迅速な診断を行えるよう、高
性能の機器を使った精度の高い解析を常に心がけていま
す。ただ、正確な診断のためには、患者さんから採取する検
体自体の質が高いことが大前提です。そのため、最初の検
体では正しい診断が難しいと判断した場合には、再度検体
の採取をお願いする場合があります。一見、遠回りで時間が
かかるように見えますが、より精度の高い病理診断をすること
が、最適な診療を行う近道です。患者さんのその後の治療に
も大きく関わることですから、ぜひご協力をお願いしたいと思
います。

8月7日㈬18時30分より、当院正面玄関前のロータ
リーにて納涼夏祭りを開催しました。この納涼祭り
は、毎年8月上旬に開催している当院の恒例イベント
です。開催日当日は、名古屋市の最高気温が36度を
記録するほどの猛烈な暑さに見舞われましたが、入
院患者さんやそのご家族、地域の皆さまなど、たくさ
んの方々にご来場いただき、大盛況となりました。
会場にはやぐらを取り囲むように盆踊りの輪ができあ
がり、大人から子どもまで、みんなが一緒になって踊
りを楽しみました。また、場内には、かき氷、焼き鳥、い
か焼きなど、バラエティーに富んだ食べ物の露店が
軒を連ね、できたての一品をおいしそうに頬張る来
場者の姿があちらこちらで見られました。さらに遊戯
の露店では、ボールすくいや輪投げ、射的ゲームに
熱中する子どもたちの姿も。日本の夏の風物詩を病
院の敷地内に再現した納涼夏祭り。厳しい暑さを忘
れるような楽しいひとときを、誰もがたっぷりと満喫し
ていました。

当院では現在、燃料備蓄タンクの拡張工事を行って
おり、それに伴い第一駐車場の一部が使用できなく
なっています。この工事により、非常用発電機の燃料と
して使用される重油を、3日間分とされる約10万リットル
備蓄できるようになります。災害拠点病院である当院
では、ライフラインが寸断されるなどの状況にあっても、

最善の医療を提供す
る使命があり、その機
能強化のための工事
です。ご来院される
方々には、ご不便、ご
迷惑をおかけします
が、何卒ご理解くださ
い。尚、工期は平成26
年3月31日までを予定

していますが、燃料タンク自体は駐車場緑地帯の地下
に収納されるため、第一駐車場は平成26年2月から全
面使用可能となります。地域の皆さま、ひいては名古
屋市の皆さまの安全を守るため、今後もそのための備
えを充実させていくことに力を注いでいきます。

10月21日㈪、当院の研修ホールにて「第16回ハート
フルコンサート」が開催されました。名古屋フィルハー
モニー交響楽団員の弦楽五重奏により、アイネ・クラ
イネ・ナハトムジーク～第1楽章やハンガリー舞曲第5
番などの名曲が演奏され、会場を優しい音色で包み
ました。会場にはコンサートを心待ちにしていた方々
が多数ご来場。心に響く美しいハーモニーを楽しん
でいただきました。

血中・関節内の尿酸に体が拒否反応を示す疾患。語源は諸説あり「風が当たるだけで痛い」の説も。 食品に含まれるプリン体、ストレス、過度な運動などにより血中の尿酸濃度が上昇することで発症。

　当院の糖尿病治療は、入院と外
来の両方で行っていますが、初めて
糖尿病と診断された患者さんには、
できれば教育入院をお勧めしていま

す。例えば、「1日1600キロカロリー」と
栄養指導を受けても、すぐに理解す
るのは難しいものです。その点、教育
入院であれば1日の摂取カロリーに
合わせた食事が出てくるため、実際
の食事を実感することができます。ま
た、入院時に糖尿病患者同士で情
報交換をしたり、一緒に頑張る友人
を作っていただく機会にもなります。

　実際には仕事や家庭の事情で入
院が難しい患者さんも多いため、外
来での治療にも力を入れています。
基本は食事療法と運動療法。食事
療法では、栄養士による指導を実

主な初期症状として、足の指先など体温の低い部位に非常に大きな痛みが突如あらわれます。 肥満解消・お酒は控えめ・積極的な水分摂取・軽い運動など、健康的な生活を心がけましょう。

施、運動療法では、歩行やラジオ体
操などの手軽な運動を取り入れると
ころから指導しています。
　食事と運動での改善が難しい場
合は薬物療法を行います。なかに
は薬物療法への拒否感が強い患
者さんもいますが、一定期間の基
本療法でも効果がない場合、早め
に薬物療法へ移行する必要があり
ます。血糖値が高い状態が続くとイ
ンスリンの分泌が低下したり効きが
悪くなるなどして、最終的にさらに
多くの薬が必要になり、また、その
間に合併症が進行しかねないから
です。この点については、患者さん
にもあらかじめご理解いただけれ
ばと思います。

　団塊の世代が75歳以上となり、高齢者人口のピークを
迎える2025年に向かって、国は医療政策を大きく変化させ
ようとしています。入院治療や在宅療養を必要とする高齢
者の急増に対応するために、地域において医療と介護の
ネットワークを構築し、高齢者を地域で支える仕組みをつく
るという方向性を打ち出しています。
　その仕組みのなかで、医療機関の体制も変化します。上
図のように、高度急性期病院、一般急性期病院、亜急性期
病院、回復期リハビリテーション病院、療養型病院、診療所
がそれぞれの役割を明確に分担。地域のさまざまな医療機
関が互いに連携し、一つの病院のように機能することで、よ
り適切で効率的な医療を提供していこうとしています。

　大きく変化する医療政策のなかで、名古屋第二赤十字
病院は高度急性期医療を担います。高度急性期病院は、
発症後間もない重症な患者さんや生命に関わる重篤な患
者さんに、高度で専門的な医療を集中的に提供する病院
です。具体的な診療体制について、国は上記のように規
定しており、これまで以上に重篤・重症な患者さんに特化
した医療施設へと変わっていく見通しです。
　当院は高度急性期病院という使命を果たすために、国
が描く診療体制に徐々に移行していかざるを得ません。来
院される方が戸惑うことのないように、これからも本紙など
を通じて診療体制の変更についてわかりやすくご案内し
ていきます。

当院が開催する「納涼夏祭り」は、毎年
の恒例行事として地域の皆さまにも喜
ばれています。イベントの開催には、地域
ボランティアの方々の協力が欠かせませ
ん。納涼夏祭りの際、病院前のロータ
リーで行う盆踊りをリードするのは、広路

学区広路太鼓と滝川学区女性会の皆
さまです。
毎年、やぐらのふもとで軽妙に太鼓を打
つ広路太鼓の酒井良介さんは、「納涼
夏祭りへの参加は滝川学区女性会から
依頼されたのがきっかけです。名古屋
第二赤十字病院へは、亡くなった私の
両親も入院していたことがあります。盆
踊りを盛り上げることができるなら手伝
いたいと、引き受けました」と話します。
滝川コミュニティセンターで活動をしてい
る滝川学区女性会からは、毎年10人ほ
どのメンバーが浴衣を着て祭りに参加
し、踊りのお手本を見せてくれます。「病
院と地域が一緒になって夏祭りを開催

するのは、良いことだと思います」と会長
の岩田勝美さん。
こうしたイベントを通し、当院では今後も、
ボランティアの皆さまと協力し信頼関係
を築きながら、地域により深く根ざした病
院をめざしていきます。

　糖尿病とは、血液中にあるブドウ糖を下げるホルモン「イ
ンスリン」の作用が低下し、血糖値が上がる病気です。糖尿
病には主に1型と2型の2種類があり、1型は、インスリンを産
生する膵臓の細胞が破壊されてインスリンを生成できなくな
る病気で主な原因は自己免疫機転と考えられています。2
型は、過食や運動不足、肥満、ストレスなどによるインスリン
抵抗性（インスリンの効き目が悪い事）と、遺伝的な基盤を持
つインスリンの分泌低下が様々な割合で組み合わさってお
こるいわゆる生活習慣病です。日本国内には、平成19年時

点で約2210万人の糖尿病患者とその予備軍がおり、その
およそ9割が2型糖尿病だと言われています。また平成２３年
度の厚生労働省の国健康栄養調査によると日本人成人の
約4人に一人は糖尿病もしくは予備軍と言われています。
　糖尿病で怖いのは合併症です。網膜症、腎症、神経障
害の糖尿病性三大合併症のほかにも、身体にさまざまな症
状が現れます。ただ、万が一糖尿病と診断された場合で
も、普段から食事療法や運動療法、必要に応じた薬物療
法を続け、血糖値をうまくコントロールして合併症に注意す
れば、正常な人と変わらない生活を送ることが可能です。

　糖尿病の予防は、食事療法です。ただ、最近流行りの
低糖質を含めた特殊なダイエットは、やりすぎると危険を伴
う場合があります。あくまで大切なのは、極端な偏りを避
け、バランスのよい食生活を心掛けることです。
　また、予防には運動も大切です。日本人の平均摂取カロ
リーは2000年頃からほぼ横ばいですが、一方で運動量は減
少しています。運動にはインスリンの効きを良くする作用があ
り、この作用は、運動後2～3日は継続すると言われていま
す。そのため、週に2～3日以上、20～30分程度の軽度から
中程度の運動を食後に1日2～３回行うのが理想です。また、
運動時間をまとめて取りづらい方は、万歩計を取り付け、1日
8000～1万歩を目安にこまめに歩くように努めてください。

燃料備蓄タンク
設置場所

昨年9月、一般病院では国内初のFISH自動解析装置を導入し、
精度の高い診断で診療に貢献する「病理診断科」についてご紹介します。

地域交流イベントや院内設備強化を通し、
皆さまが笑顔で安心して利用できる病院をめざしています。
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町とつながろう！
赤十字150周年キャンペーン

～滝川学区女性会・広路学区広路太鼓～

町の皆さまとともに作る
納涼夏祭り、病院と地域との
信頼関係を深めます。

赤十字150年の活動写真を展示。
苦しむ人々に寄り添い続ける赤十字の精神を、広く伝えました。
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●結核（BCGワクチン）
●百日せき
●破傷風
●風疹
●ヒブ感染症
　（Hib＝インフルエンザ菌b型:細菌性髄膜炎などの予防）
●小児肺炎球菌感染症（細菌性髄膜炎などの予防）
●ヒトパピローマウイルス感染症※1（子宮頸がんの予防）
●インフルエンザ※2

▲「日本赤十字社の役割を伝
えたい」と、日本赤十字社の
社服姿で登場した副院長兼看
護部長の片岡。この社服は、
明治時代に日本赤十字社で働
く看護師が式典や外出用として
着用していたものだ。

糖尿病患者とその予備軍は、
日本人成人のおよそ４人に１人！

適度な運動は、カロリー消費のほか
インスリンの効きを良くする効果が！

外来
初めて診療を受ける人は、診療所や他
の病院からの紹介状をもった人に限り
ます。病状が安定した再来患者さんは、
かかりつけ医にて治療を継続します。

救急外来
3次(重症)救急、
2次(中等症)救
急を専門に引き
受けます。

入院
急性期の治療に集中します。急性
期を過ぎ、病状が安定した人には、
回復期リハビリテーション病院や療
養型病院などへの転院を促します。

国が規定する
高度急性期病院の
診療体制

一般急性期病院

亜急性期病院
療養型病院診療所

回復期リハビリテーション病院

高度急性期病院

日本糖尿病学会が発表した
「熊本宣言2013」。
これは、多くの糖尿病患者さんの血糖管
理目標値を【HbA1c（グリコヘモグロビン） 
7%】未満とし、これからも糖尿病発症予
防に尽力し、糖尿病の合併症で悩む人々
を減らすための努力を惜しまないことを宣
言するものです。
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がんの治療方針に大きく影響する
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より身近な、より安全な、病院として。
地域の皆さまと共に歩んでいきます。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖尿病は
自己管理が大切

正しい食事と運動で
リスクと付き合う
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プラス α 痛風の原因プラス α 痛風とは プラス α 予防するにはプラス α どんな症状？

　当院には、病理診断科という診
療科がありますが、その存在をご
存じの方はどれぐらいいらっしゃる
でしょうか。この病理診断科では、
患者さんの病変部から組織を採
取し、診断を行う「生検診断」や、
病変部から細胞だけを採取して
診断する「細胞診診断」などを
行っています。いわば患者さんの

診療を陰で支える“縁の下の力持ち”のような診療科です。
　病理診断とは、人間で例えるなら、一人ひとりの顔を見な
がら性格を判断するようなものです。患者さんの細胞を詳しく
見ていくと、まるで人相のように病気特有の性質が表れてい
るのがわかります。こうした細胞の形状やパターンを見なが
ら、適切な診療科に紹介し、適切な治療を受けていただける
ようにするのが病理診断科の役目です。会社組織でいえば、
面接で適性を判断し、適材適所で人材配置する人事課、と
いったところでしょうか。
　病理診断科で主に行われる「病理診断」では、大きく分け
て通常の検査で一部だけを取り出す方法と、手術で病変部
を切り取る方法の 2 つで検体を採取します。そして、採取し
た検体をホルマリンで固定して標本を作製し、腫瘍細胞の形
状、腫瘍細胞が持っている異常タンパク質の性状、遺伝子異
常のパターンを検索していきます。
　当院では、こうした検査の多くを院内で実施し、精度も自ら
管理することで、より正確かつ迅速に行える体制を整えてい
ます。ただ、病理業務は目視や手作業が多く、機械化が遅れ
てきました。そこでここ数年は、病理業務の近代化を急速に
進めています。その代表例が「バーチャルスライド」と「FISH
自動解析装置」の導入です。

　バーチャルスライドとは、標本の情報をすべてデジタル化
する機械で、カンファレンスにおける情報共有、遠隔地への

データ送付など、大きなメ
リットがあります。さらに、タン
パク質のパターンを読み取
る「免疫組織化学」という検
査の解析を自動で行い、人
間の目よりもブレのない安定
した判定が可能です。一
方、FISH自動解析装置とは、特定の遺伝子異常を検索し、
主にがん診断に使われる遺伝子検査「FISH解析」を自動で
行える機械のことです。昨年９月に一般病院では国内で初め
て当院に導入され、これにより、以前の数十倍の精度で解析

ができるようになりました。
　現在の医学では、病理診
断が占める割合が高く、な
かでもがんの治療方針、化
学療法での使用薬剤の決
定などに大きな役割を果た
しています。それだけに、病

理診断では間違いのない診断をすることが何より大切です。
　当院では、できる限り正確かつ迅速な診断を行えるよう、高
性能の機器を使った精度の高い解析を常に心がけていま
す。ただ、正確な診断のためには、患者さんから採取する検
体自体の質が高いことが大前提です。そのため、最初の検
体では正しい診断が難しいと判断した場合には、再度検体
の採取をお願いする場合があります。一見、遠回りで時間が
かかるように見えますが、より精度の高い病理診断をすること
が、最適な診療を行う近道です。患者さんのその後の治療に
も大きく関わることですから、ぜひご協力をお願いしたいと思
います。

8月7日㈬18時30分より、当院正面玄関前のロータ
リーにて納涼夏祭りを開催しました。この納涼祭り
は、毎年8月上旬に開催している当院の恒例イベント
です。開催日当日は、名古屋市の最高気温が36度を
記録するほどの猛烈な暑さに見舞われましたが、入
院患者さんやそのご家族、地域の皆さまなど、たくさ
んの方々にご来場いただき、大盛況となりました。
会場にはやぐらを取り囲むように盆踊りの輪ができあ
がり、大人から子どもまで、みんなが一緒になって踊
りを楽しみました。また、場内には、かき氷、焼き鳥、い
か焼きなど、バラエティーに富んだ食べ物の露店が
軒を連ね、できたての一品をおいしそうに頬張る来
場者の姿があちらこちらで見られました。さらに遊戯
の露店では、ボールすくいや輪投げ、射的ゲームに
熱中する子どもたちの姿も。日本の夏の風物詩を病
院の敷地内に再現した納涼夏祭り。厳しい暑さを忘
れるような楽しいひとときを、誰もがたっぷりと満喫し
ていました。

当院では現在、燃料備蓄タンクの拡張工事を行って
おり、それに伴い第一駐車場の一部が使用できなく
なっています。この工事により、非常用発電機の燃料と
して使用される重油を、3日間分とされる約10万リットル
備蓄できるようになります。災害拠点病院である当院
では、ライフラインが寸断されるなどの状況にあっても、

最善の医療を提供す
る使命があり、その機
能強化のための工事
です。ご来院される
方々には、ご不便、ご
迷惑をおかけします
が、何卒ご理解くださ
い。尚、工期は平成26
年3月31日までを予定

していますが、燃料タンク自体は駐車場緑地帯の地下
に収納されるため、第一駐車場は平成26年2月から全
面使用可能となります。地域の皆さま、ひいては名古
屋市の皆さまの安全を守るため、今後もそのための備
えを充実させていくことに力を注いでいきます。

10月21日㈪、当院の研修ホールにて「第16回ハート
フルコンサート」が開催されました。名古屋フィルハー
モニー交響楽団員の弦楽五重奏により、アイネ・クラ
イネ・ナハトムジーク～第1楽章やハンガリー舞曲第5
番などの名曲が演奏され、会場を優しい音色で包み
ました。会場にはコンサートを心待ちにしていた方々
が多数ご来場。心に響く美しいハーモニーを楽しん
でいただきました。

血中・関節内の尿酸に体が拒否反応を示す疾患。語源は諸説あり「風が当たるだけで痛い」の説も。 食品に含まれるプリン体、ストレス、過度な運動などにより血中の尿酸濃度が上昇することで発症。

　当院の糖尿病治療は、入院と外
来の両方で行っていますが、初めて
糖尿病と診断された患者さんには、
できれば教育入院をお勧めしていま

す。例えば、「1日1600キロカロリー」と
栄養指導を受けても、すぐに理解す
るのは難しいものです。その点、教育
入院であれば1日の摂取カロリーに
合わせた食事が出てくるため、実際
の食事を実感することができます。ま
た、入院時に糖尿病患者同士で情
報交換をしたり、一緒に頑張る友人
を作っていただく機会にもなります。

　実際には仕事や家庭の事情で入
院が難しい患者さんも多いため、外
来での治療にも力を入れています。
基本は食事療法と運動療法。食事
療法では、栄養士による指導を実

主な初期症状として、足の指先など体温の低い部位に非常に大きな痛みが突如あらわれます。 肥満解消・お酒は控えめ・積極的な水分摂取・軽い運動など、健康的な生活を心がけましょう。

施、運動療法では、歩行やラジオ体
操などの手軽な運動を取り入れると
ころから指導しています。
　食事と運動での改善が難しい場
合は薬物療法を行います。なかに
は薬物療法への拒否感が強い患
者さんもいますが、一定期間の基
本療法でも効果がない場合、早め
に薬物療法へ移行する必要があり
ます。血糖値が高い状態が続くとイ
ンスリンの分泌が低下したり効きが
悪くなるなどして、最終的にさらに
多くの薬が必要になり、また、その
間に合併症が進行しかねないから
です。この点については、患者さん
にもあらかじめご理解いただけれ
ばと思います。

　団塊の世代が75歳以上となり、高齢者人口のピークを
迎える2025年に向かって、国は医療政策を大きく変化させ
ようとしています。入院治療や在宅療養を必要とする高齢
者の急増に対応するために、地域において医療と介護の
ネットワークを構築し、高齢者を地域で支える仕組みをつく
るという方向性を打ち出しています。
　その仕組みのなかで、医療機関の体制も変化します。上
図のように、高度急性期病院、一般急性期病院、亜急性期
病院、回復期リハビリテーション病院、療養型病院、診療所
がそれぞれの役割を明確に分担。地域のさまざまな医療機
関が互いに連携し、一つの病院のように機能することで、よ
り適切で効率的な医療を提供していこうとしています。

　大きく変化する医療政策のなかで、名古屋第二赤十字
病院は高度急性期医療を担います。高度急性期病院は、
発症後間もない重症な患者さんや生命に関わる重篤な患
者さんに、高度で専門的な医療を集中的に提供する病院
です。具体的な診療体制について、国は上記のように規
定しており、これまで以上に重篤・重症な患者さんに特化
した医療施設へと変わっていく見通しです。
　当院は高度急性期病院という使命を果たすために、国
が描く診療体制に徐々に移行していかざるを得ません。来
院される方が戸惑うことのないように、これからも本紙など
を通じて診療体制の変更についてわかりやすくご案内し
ていきます。

当院が開催する「納涼夏祭り」は、毎年
の恒例行事として地域の皆さまにも喜
ばれています。イベントの開催には、地域
ボランティアの方々の協力が欠かせませ
ん。納涼夏祭りの際、病院前のロータ
リーで行う盆踊りをリードするのは、広路

学区広路太鼓と滝川学区女性会の皆
さまです。
毎年、やぐらのふもとで軽妙に太鼓を打
つ広路太鼓の酒井良介さんは、「納涼
夏祭りへの参加は滝川学区女性会から
依頼されたのがきっかけです。名古屋
第二赤十字病院へは、亡くなった私の
両親も入院していたことがあります。盆
踊りを盛り上げることができるなら手伝
いたいと、引き受けました」と話します。
滝川コミュニティセンターで活動をしてい
る滝川学区女性会からは、毎年10人ほ
どのメンバーが浴衣を着て祭りに参加
し、踊りのお手本を見せてくれます。「病
院と地域が一緒になって夏祭りを開催

するのは、良いことだと思います」と会長
の岩田勝美さん。
こうしたイベントを通し、当院では今後も、
ボランティアの皆さまと協力し信頼関係
を築きながら、地域により深く根ざした病
院をめざしていきます。

　糖尿病とは、血液中にあるブドウ糖を下げるホルモン「イ
ンスリン」の作用が低下し、血糖値が上がる病気です。糖尿
病には主に1型と2型の2種類があり、1型は、インスリンを産
生する膵臓の細胞が破壊されてインスリンを生成できなくな
る病気で主な原因は自己免疫機転と考えられています。2
型は、過食や運動不足、肥満、ストレスなどによるインスリン
抵抗性（インスリンの効き目が悪い事）と、遺伝的な基盤を持
つインスリンの分泌低下が様々な割合で組み合わさってお
こるいわゆる生活習慣病です。日本国内には、平成19年時

点で約2210万人の糖尿病患者とその予備軍がおり、その
およそ9割が2型糖尿病だと言われています。また平成２３年
度の厚生労働省の国健康栄養調査によると日本人成人の
約4人に一人は糖尿病もしくは予備軍と言われています。
　糖尿病で怖いのは合併症です。網膜症、腎症、神経障
害の糖尿病性三大合併症のほかにも、身体にさまざまな症
状が現れます。ただ、万が一糖尿病と診断された場合で
も、普段から食事療法や運動療法、必要に応じた薬物療
法を続け、血糖値をうまくコントロールして合併症に注意す
れば、正常な人と変わらない生活を送ることが可能です。

　糖尿病の予防は、食事療法です。ただ、最近流行りの
低糖質を含めた特殊なダイエットは、やりすぎると危険を伴
う場合があります。あくまで大切なのは、極端な偏りを避
け、バランスのよい食生活を心掛けることです。
　また、予防には運動も大切です。日本人の平均摂取カロ
リーは2000年頃からほぼ横ばいですが、一方で運動量は減
少しています。運動にはインスリンの効きを良くする作用があ
り、この作用は、運動後2～3日は継続すると言われていま
す。そのため、週に2～3日以上、20～30分程度の軽度から
中程度の運動を食後に1日2～３回行うのが理想です。また、
運動時間をまとめて取りづらい方は、万歩計を取り付け、1日
8000～1万歩を目安にこまめに歩くように努めてください。

燃料備蓄タンク
設置場所

昨年9月、一般病院では国内初のFISH自動解析装置を導入し、
精度の高い診断で診療に貢献する「病理診断科」についてご紹介します。

地域交流イベントや院内設備強化を通し、
皆さまが笑顔で安心して利用できる病院をめざしています。

地 域
交 流

最高気温36度の猛暑を吹き飛ばす
楽しさいっぱいの納涼夏祭りを開催。

院 内
整 備

災害拠点病院としての機能強化のため、
第一駐車場にて燃料備蓄タンクの
拡張工事を行っています。

患 者
サービス

第16回ハートフルコンサートを開催。
心を優しく包む心地よい
ハーモニーが響きわたりました。

病理診断とは、細胞を詳しく観察し、
その性質を判断する「面接」のようなもの。

FISH自動解析装置などの導入で
より精度の高い病理診断が可能に。

糖尿病・内分泌内科より

状態を悪化させないよう
時には早期の薬物移行も食事量などを理解するため

はじめは教育入院を

ここをチェック

糖尿病・
内分泌内科部長
稲垣 朱実

医療の
仕組み
を知ろう！

病理診断科部長  都築 豊徳

FISH自動解析装置

バーチャルスライド

町とつながろう！
赤十字150周年キャンペーン

～滝川学区女性会・広路学区広路太鼓～

町の皆さまとともに作る
納涼夏祭り、病院と地域との
信頼関係を深めます。

赤十字150年の活動写真を展示。
苦しむ人々に寄り添い続ける赤十字の精神を、広く伝えました。

2025年に向けて
大きく変化する医療政策 高度急性期病院の使命と役割とは

医療の
仕組み
を知ろう！国

の
医
療
政
策

●結核（BCGワクチン）
●百日せき
●破傷風
●風疹
●ヒブ感染症
　（Hib＝インフルエンザ菌b型:細菌性髄膜炎などの予防）
●小児肺炎球菌感染症（細菌性髄膜炎などの予防）
●ヒトパピローマウイルス感染症※1（子宮頸がんの予防）
●インフルエンザ※2

▲「日本赤十字社の役割を伝
えたい」と、日本赤十字社の
社服姿で登場した副院長兼看
護部長の片岡。この社服は、
明治時代に日本赤十字社で働
く看護師が式典や外出用として
着用していたものだ。

糖尿病患者とその予備軍は、
日本人成人のおよそ４人に１人！

適度な運動は、カロリー消費のほか
インスリンの効きを良くする効果が！

外来
初めて診療を受ける人は、診療所や他
の病院からの紹介状をもった人に限り
ます。病状が安定した再来患者さんは、
かかりつけ医にて治療を継続します。

救急外来
3次(重症)救急、
2次(中等症)救
急を専門に引き
受けます。

入院
急性期の治療に集中します。急性
期を過ぎ、病状が安定した人には、
回復期リハビリテーション病院や療
養型病院などへの転院を促します。

一般急性期病院

亜急性期病院
療養型病院診療所

回復期リハビリテーション病院

高度急性期病院

日本糖尿病学会が発表した
「熊本宣言2013」。
これは、多くの糖尿病患者さんの血糖管
理目標値を【HbA1c（グリコヘモグロビン） 
7%】未満とし、これからも糖尿病発症予
防に尽力し、糖尿病の合併症で悩む人々
を減らすための努力を惜しまないことを宣
言するものです。

紹介状

自宅
紹介状

Par t
1八事日赤を

知ろう！

がんの治療方針に大きく影響する
「病理診断」をご存じですか？

より身近な、より安全な、病院として。
地域の皆さまと共に歩んでいきます。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖尿病は
自己管理が大切

正しい食事と運動で
リスクと付き合う
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プラス α 痛風の原因プラス α 痛風とは プラス α 予防するにはプラス α どんな症状？

　当院には、病理診断科という診
療科がありますが、その存在をご
存じの方はどれぐらいいらっしゃる
でしょうか。この病理診断科では、
患者さんの病変部から組織を採
取し、診断を行う「生検診断」や、
病変部から細胞だけを採取して
診断する「細胞診診断」などを
行っています。いわば患者さんの

診療を陰で支える“縁の下の力持ち”のような診療科です。
　病理診断とは、人間で例えるなら、一人ひとりの顔を見な
がら性格を判断するようなものです。患者さんの細胞を詳しく
見ていくと、まるで人相のように病気特有の性質が表れてい
るのがわかります。こうした細胞の形状やパターンを見なが
ら、適切な診療科に紹介し、適切な治療を受けていただける
ようにするのが病理診断科の役目です。会社組織でいえば、
面接で適性を判断し、適材適所で人材配置する人事課、と
いったところでしょうか。
　病理診断科で主に行われる「病理診断」では、大きく分け
て通常の検査で一部だけを取り出す方法と、手術で病変部
を切り取る方法の 2 つで検体を採取します。そして、採取し
た検体をホルマリンで固定して標本を作製し、腫瘍細胞の形
状、腫瘍細胞が持っている異常タンパク質の性状、遺伝子異
常のパターンを検索していきます。
　当院では、こうした検査の多くを院内で実施し、精度も自ら
管理することで、より正確かつ迅速に行える体制を整えてい
ます。ただ、病理業務は目視や手作業が多く、機械化が遅れ
てきました。そこでここ数年は、病理業務の近代化を急速に
進めています。その代表例が「バーチャルスライド」と「FISH
自動解析装置」の導入です。

　バーチャルスライドとは、標本の情報をすべてデジタル化
する機械で、カンファレンスにおける情報共有、遠隔地への

データ送付など、大きなメ
リットがあります。さらに、タン
パク質のパターンを読み取
る「免疫組織化学」という検
査の解析を自動で行い、人
間の目よりもブレのない安定
した判定が可能です。一
方、FISH自動解析装置とは、特定の遺伝子異常を検索し、
主にがん診断に使われる遺伝子検査「FISH解析」を自動で
行える機械のことです。昨年９月に一般病院では国内で初め
て当院に導入され、これにより、以前の数十倍の精度で解析

ができるようになりました。
　現在の医学では、病理診
断が占める割合が高く、な
かでもがんの治療方針、化
学療法での使用薬剤の決
定などに大きな役割を果た
しています。それだけに、病

理診断では間違いのない診断をすることが何より大切です。
　当院では、できる限り正確かつ迅速な診断を行えるよう、高
性能の機器を使った精度の高い解析を常に心がけていま
す。ただ、正確な診断のためには、患者さんから採取する検
体自体の質が高いことが大前提です。そのため、最初の検
体では正しい診断が難しいと判断した場合には、再度検体
の採取をお願いする場合があります。一見、遠回りで時間が
かかるように見えますが、より精度の高い病理診断をすること
が、最適な診療を行う近道です。患者さんのその後の治療に
も大きく関わることですから、ぜひご協力をお願いしたいと思
います。

8月7日㈬18時30分より、当院正面玄関前のロータ
リーにて納涼夏祭りを開催しました。この納涼祭り
は、毎年8月上旬に開催している当院の恒例イベント
です。開催日当日は、名古屋市の最高気温が36度を
記録するほどの猛烈な暑さに見舞われましたが、入
院患者さんやそのご家族、地域の皆さまなど、たくさ
んの方々にご来場いただき、大盛況となりました。
会場にはやぐらを取り囲むように盆踊りの輪ができあ
がり、大人から子どもまで、みんなが一緒になって踊
りを楽しみました。また、場内には、かき氷、焼き鳥、い
か焼きなど、バラエティーに富んだ食べ物の露店が
軒を連ね、できたての一品をおいしそうに頬張る来
場者の姿があちらこちらで見られました。さらに遊戯
の露店では、ボールすくいや輪投げ、射的ゲームに
熱中する子どもたちの姿も。日本の夏の風物詩を病
院の敷地内に再現した納涼夏祭り。厳しい暑さを忘
れるような楽しいひとときを、誰もがたっぷりと満喫し
ていました。

当院では現在、燃料備蓄タンクの拡張工事を行って
おり、それに伴い第一駐車場の一部が使用できなく
なっています。この工事により、非常用発電機の燃料と
して使用される重油を、3日間分とされる約10万リットル
備蓄できるようになります。災害拠点病院である当院
では、ライフラインが寸断されるなどの状況にあっても、

最善の医療を提供す
る使命があり、その機
能強化のための工事
です。ご来院される
方々には、ご不便、ご
迷惑をおかけします
が、何卒ご理解くださ
い。尚、工期は平成26
年3月31日までを予定

していますが、燃料タンク自体は駐車場緑地帯の地下
に収納されるため、第一駐車場は平成26年2月から全
面使用可能となります。地域の皆さま、ひいては名古
屋市の皆さまの安全を守るため、今後もそのための備
えを充実させていくことに力を注いでいきます。

10月21日㈪、当院の研修ホールにて「第16回ハート
フルコンサート」が開催されました。名古屋フィルハー
モニー交響楽団員の弦楽五重奏により、アイネ・クラ
イネ・ナハトムジーク～第1楽章やハンガリー舞曲第5
番などの名曲が演奏され、会場を優しい音色で包み
ました。会場にはコンサートを心待ちにしていた方々
が多数ご来場。心に響く美しいハーモニーを楽しん
でいただきました。

血中・関節内の尿酸に体が拒否反応を示す疾患。語源は諸説あり「風が当たるだけで痛い」の説も。 食品に含まれるプリン体、ストレス、過度な運動などにより血中の尿酸濃度が上昇することで発症。

　当院の糖尿病治療は、入院と外
来の両方で行っていますが、初めて
糖尿病と診断された患者さんには、
できれば教育入院をお勧めしていま

す。例えば、「1日1600キロカロリー」と
栄養指導を受けても、すぐに理解す
るのは難しいものです。その点、教育
入院であれば1日の摂取カロリーに
合わせた食事が出てくるため、実際
の食事を実感することができます。ま
た、入院時に糖尿病患者同士で情
報交換をしたり、一緒に頑張る友人
を作っていただく機会にもなります。

　実際には仕事や家庭の事情で入
院が難しい患者さんも多いため、外
来での治療にも力を入れています。
基本は食事療法と運動療法。食事
療法では、栄養士による指導を実

主な初期症状として、足の指先など体温の低い部位に非常に大きな痛みが突如あらわれます。 肥満解消・お酒は控えめ・積極的な水分摂取・軽い運動など、健康的な生活を心がけましょう。

施、運動療法では、歩行やラジオ体
操などの手軽な運動を取り入れると
ころから指導しています。
　食事と運動での改善が難しい場
合は薬物療法を行います。なかに
は薬物療法への拒否感が強い患
者さんもいますが、一定期間の基
本療法でも効果がない場合、早め
に薬物療法へ移行する必要があり
ます。血糖値が高い状態が続くとイ
ンスリンの分泌が低下したり効きが
悪くなるなどして、最終的にさらに
多くの薬が必要になり、また、その
間に合併症が進行しかねないから
です。この点については、患者さん
にもあらかじめご理解いただけれ
ばと思います。

　団塊の世代が75歳以上となり、高齢者人口のピークを
迎える2025年に向かって、国は医療政策を大きく変化させ
ようとしています。入院治療や在宅療養を必要とする高齢
者の急増に対応するために、地域において医療と介護の
ネットワークを構築し、高齢者を地域で支える仕組みをつく
るという方向性を打ち出しています。
　その仕組みのなかで、医療機関の体制も変化します。上
図のように、高度急性期病院、一般急性期病院、亜急性期
病院、回復期リハビリテーション病院、療養型病院、診療所
がそれぞれの役割を明確に分担。地域のさまざまな医療機
関が互いに連携し、一つの病院のように機能することで、よ
り適切で効率的な医療を提供していこうとしています。

　大きく変化する医療政策のなかで、名古屋第二赤十字
病院は高度急性期医療を担います。高度急性期病院は、
発症後間もない重症な患者さんや生命に関わる重篤な患
者さんに、高度で専門的な医療を集中的に提供する病院
です。具体的な診療体制について、国は上記のように規
定しており、これまで以上に重篤・重症な患者さんに特化
した医療施設へと変わっていく見通しです。
　当院は高度急性期病院という使命を果たすために、国
が描く診療体制に徐々に移行していかざるを得ません。来
院される方が戸惑うことのないように、これからも本紙など
を通じて診療体制の変更についてわかりやすくご案内し
ていきます。

当院が開催する「納涼夏祭り」は、毎年
の恒例行事として地域の皆さまにも喜
ばれています。イベントの開催には、地域
ボランティアの方々の協力が欠かせませ
ん。納涼夏祭りの際、病院前のロータ
リーで行う盆踊りをリードするのは、広路

学区広路太鼓と滝川学区女性会の皆
さまです。
毎年、やぐらのふもとで軽妙に太鼓を打
つ広路太鼓の酒井良介さんは、「納涼
夏祭りへの参加は滝川学区女性会から
依頼されたのがきっかけです。名古屋
第二赤十字病院へは、亡くなった私の
両親も入院していたことがあります。盆
踊りを盛り上げることができるなら手伝
いたいと、引き受けました」と話します。
滝川コミュニティセンターで活動をしてい
る滝川学区女性会からは、毎年10人ほ
どのメンバーが浴衣を着て祭りに参加
し、踊りのお手本を見せてくれます。「病
院と地域が一緒になって夏祭りを開催

するのは、良いことだと思います」と会長
の岩田勝美さん。
こうしたイベントを通し、当院では今後も、
ボランティアの皆さまと協力し信頼関係
を築きながら、地域により深く根ざした病
院をめざしていきます。

　糖尿病とは、血液中にあるブドウ糖を下げるホルモン「イ
ンスリン」の作用が低下し、血糖値が上がる病気です。糖尿
病には主に1型と2型の2種類があり、1型は、インスリンを産
生する膵臓の細胞が破壊されてインスリンを生成できなくな
る病気で主な原因は自己免疫機転と考えられています。2
型は、過食や運動不足、肥満、ストレスなどによるインスリン
抵抗性（インスリンの効き目が悪い事）と、遺伝的な基盤を持
つインスリンの分泌低下が様々な割合で組み合わさってお
こるいわゆる生活習慣病です。日本国内には、平成19年時

点で約2210万人の糖尿病患者とその予備軍がおり、その
およそ9割が2型糖尿病だと言われています。また平成２３年
度の厚生労働省の国健康栄養調査によると日本人成人の
約4人に一人は糖尿病もしくは予備軍と言われています。
　糖尿病で怖いのは合併症です。網膜症、腎症、神経障
害の糖尿病性三大合併症のほかにも、身体にさまざまな症
状が現れます。ただ、万が一糖尿病と診断された場合で
も、普段から食事療法や運動療法、必要に応じた薬物療
法を続け、血糖値をうまくコントロールして合併症に注意す
れば、正常な人と変わらない生活を送ることが可能です。

　糖尿病の予防は、食事療法です。ただ、最近流行りの
低糖質を含めた特殊なダイエットは、やりすぎると危険を伴
う場合があります。あくまで大切なのは、極端な偏りを避
け、バランスのよい食生活を心掛けることです。
　また、予防には運動も大切です。日本人の平均摂取カロ
リーは2000年頃からほぼ横ばいですが、一方で運動量は減
少しています。運動にはインスリンの効きを良くする作用があ
り、この作用は、運動後2～3日は継続すると言われていま
す。そのため、週に2～3日以上、20～30分程度の軽度から
中程度の運動を食後に1日2～３回行うのが理想です。また、
運動時間をまとめて取りづらい方は、万歩計を取り付け、1日
8000～1万歩を目安にこまめに歩くように努めてください。

燃料備蓄タンク
設置場所

昨年9月、一般病院では国内初のFISH自動解析装置を導入し、
精度の高い診断で診療に貢献する「病理診断科」についてご紹介します。

地域交流イベントや院内設備強化を通し、
皆さまが笑顔で安心して利用できる病院をめざしています。

地 域
交 流

最高気温36度の猛暑を吹き飛ばす
楽しさいっぱいの納涼夏祭りを開催。

院 内
整 備

災害拠点病院としての機能強化のため、
第一駐車場にて燃料備蓄タンクの
拡張工事を行っています。

患 者
サービス

第16回ハートフルコンサートを開催。
心を優しく包む心地よい
ハーモニーが響きわたりました。

病理診断とは、細胞を詳しく観察し、
その性質を判断する「面接」のようなもの。

FISH自動解析装置などの導入で
より精度の高い病理診断が可能に。

糖尿病・内分泌内科より

状態を悪化させないよう
時には早期の薬物移行も食事量などを理解するため

はじめは教育入院を

ここをチェック

糖尿病・
内分泌内科部長
稲垣 朱実

医療の
仕組み
を知ろう！

病理診断科部長  都築 豊徳

FISH自動解析装置

バーチャルスライド

町とつながろう！
赤十字150周年キャンペーン

～滝川学区女性会・広路学区広路太鼓～

町の皆さまとともに作る
納涼夏祭り、病院と地域との
信頼関係を深めます。

赤十字150年の活動写真を展示。
苦しむ人々に寄り添い続ける赤十字の精神を、広く伝えました。

2025年に向けて
大きく変化する医療政策 高度急性期病院の使命と役割とは

医療の
仕組み
を知ろう！国

の
医
療
政
策

●結核（BCGワクチン）
●百日せき
●破傷風
●風疹
●ヒブ感染症
　（Hib＝インフルエンザ菌b型:細菌性髄膜炎などの予防）
●小児肺炎球菌感染症（細菌性髄膜炎などの予防）
●ヒトパピローマウイルス感染症※1（子宮頸がんの予防）
●インフルエンザ※2

▲「日本赤十字社の役割を伝
えたい」と、日本赤十字社の
社服姿で登場した副院長兼看
護部長の片岡。この社服は、
明治時代に日本赤十字社で働
く看護師が式典や外出用として
着用していたものだ。

糖尿病患者とその予備軍は、
日本人成人のおよそ４人に１人！

適度な運動は、カロリー消費のほか
インスリンの効きを良くする効果が！

外来
初めて診療を受ける人は、診療所や他
の病院からの紹介状をもった人に限り
ます。病状が安定した再来患者さんは、
かかりつけ医にて治療を継続します。

救急外来
3次(重症)救急、
2次(中等症)救
急を専門に引き
受けます。

入院
急性期の治療に集中します。急性
期を過ぎ、病状が安定した人には、
回復期リハビリテーション病院や療
養型病院などへの転院を促します。

国が規定する
高度急性期病院の
診療体制

一般急性期病院

亜急性期病院
療養型病院診療所

回復期リハビリテーション病院

高度急性期病院

日本糖尿病学会が発表した
「熊本宣言2013」。
これは、多くの糖尿病患者さんの血糖管
理目標値を【HbA1c（グリコヘモグロビン） 
7%】未満とし、これからも糖尿病発症予
防に尽力し、糖尿病の合併症で悩む人々
を減らすための努力を惜しまないことを宣
言するものです。

紹介状

自宅
紹介状

Par t
1八事日赤を

知ろう！

がんの治療方針に大きく影響する
「病理診断」をご存じですか？

より身近な、より安全な、病院として。
地域の皆さまと共に歩んでいきます。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖尿病は
自己管理が大切

正しい食事と運動で
リスクと付き合う
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プラス α 痛風の原因プラス α 痛風とは プラス α 予防するにはプラス α どんな症状？

　当院には、病理診断科という診
療科がありますが、その存在をご
存じの方はどれぐらいいらっしゃる
でしょうか。この病理診断科では、
患者さんの病変部から組織を採
取し、診断を行う「生検診断」や、
病変部から細胞だけを採取して
診断する「細胞診診断」などを
行っています。いわば患者さんの

診療を陰で支える“縁の下の力持ち”のような診療科です。
　病理診断とは、人間で例えるなら、一人ひとりの顔を見な
がら性格を判断するようなものです。患者さんの細胞を詳しく
見ていくと、まるで人相のように病気特有の性質が表れてい
るのがわかります。こうした細胞の形状やパターンを見なが
ら、適切な診療科に紹介し、適切な治療を受けていただける
ようにするのが病理診断科の役目です。会社組織でいえば、
面接で適性を判断し、適材適所で人材配置する人事課、と
いったところでしょうか。
　病理診断科で主に行われる「病理診断」では、大きく分け
て通常の検査で一部だけを取り出す方法と、手術で病変部
を切り取る方法の 2 つで検体を採取します。そして、採取し
た検体をホルマリンで固定して標本を作製し、腫瘍細胞の形
状、腫瘍細胞が持っている異常タンパク質の性状、遺伝子異
常のパターンを検索していきます。
　当院では、こうした検査の多くを院内で実施し、精度も自ら
管理することで、より正確かつ迅速に行える体制を整えてい
ます。ただ、病理業務は目視や手作業が多く、機械化が遅れ
てきました。そこでここ数年は、病理業務の近代化を急速に
進めています。その代表例が「バーチャルスライド」と「FISH
自動解析装置」の導入です。

　バーチャルスライドとは、標本の情報をすべてデジタル化
する機械で、カンファレンスにおける情報共有、遠隔地への

データ送付など、大きなメ
リットがあります。さらに、タン
パク質のパターンを読み取
る「免疫組織化学」という検
査の解析を自動で行い、人
間の目よりもブレのない安定
した判定が可能です。一
方、FISH自動解析装置とは、特定の遺伝子異常を検索し、
主にがん診断に使われる遺伝子検査「FISH解析」を自動で
行える機械のことです。昨年９月に一般病院では国内で初め
て当院に導入され、これにより、以前の数十倍の精度で解析

ができるようになりました。
　現在の医学では、病理診
断が占める割合が高く、な
かでもがんの治療方針、化
学療法での使用薬剤の決
定などに大きな役割を果た
しています。それだけに、病

理診断では間違いのない診断をすることが何より大切です。
　当院では、できる限り正確かつ迅速な診断を行えるよう、高
性能の機器を使った精度の高い解析を常に心がけていま
す。ただ、正確な診断のためには、患者さんから採取する検
体自体の質が高いことが大前提です。そのため、最初の検
体では正しい診断が難しいと判断した場合には、再度検体
の採取をお願いする場合があります。一見、遠回りで時間が
かかるように見えますが、より精度の高い病理診断をすること
が、最適な診療を行う近道です。患者さんのその後の治療に
も大きく関わることですから、ぜひご協力をお願いしたいと思
います。

8月7日㈬18時30分より、当院正面玄関前のロータ
リーにて納涼夏祭りを開催しました。この納涼祭り
は、毎年8月上旬に開催している当院の恒例イベント
です。開催日当日は、名古屋市の最高気温が36度を
記録するほどの猛烈な暑さに見舞われましたが、入
院患者さんやそのご家族、地域の皆さまなど、たくさ
んの方々にご来場いただき、大盛況となりました。
会場にはやぐらを取り囲むように盆踊りの輪ができあ
がり、大人から子どもまで、みんなが一緒になって踊
りを楽しみました。また、場内には、かき氷、焼き鳥、い
か焼きなど、バラエティーに富んだ食べ物の露店が
軒を連ね、できたての一品をおいしそうに頬張る来
場者の姿があちらこちらで見られました。さらに遊戯
の露店では、ボールすくいや輪投げ、射的ゲームに
熱中する子どもたちの姿も。日本の夏の風物詩を病
院の敷地内に再現した納涼夏祭り。厳しい暑さを忘
れるような楽しいひとときを、誰もがたっぷりと満喫し
ていました。

当院では現在、燃料備蓄タンクの拡張工事を行って
おり、それに伴い第一駐車場の一部が使用できなく
なっています。この工事により、非常用発電機の燃料と
して使用される重油を、3日間分とされる約10万リットル
備蓄できるようになります。災害拠点病院である当院
では、ライフラインが寸断されるなどの状況にあっても、

最善の医療を提供す
る使命があり、その機
能強化のための工事
です。ご来院される
方々には、ご不便、ご
迷惑をおかけします
が、何卒ご理解くださ
い。尚、工期は平成26
年3月31日までを予定

していますが、燃料タンク自体は駐車場緑地帯の地下
に収納されるため、第一駐車場は平成26年2月から全
面使用可能となります。地域の皆さま、ひいては名古
屋市の皆さまの安全を守るため、今後もそのための備
えを充実させていくことに力を注いでいきます。

10月21日㈪、当院の研修ホールにて「第16回ハート
フルコンサート」が開催されました。名古屋フィルハー
モニー交響楽団員の弦楽五重奏により、アイネ・クラ
イネ・ナハトムジーク～第1楽章やハンガリー舞曲第5
番などの名曲が演奏され、会場を優しい音色で包み
ました。会場にはコンサートを心待ちにしていた方々
が多数ご来場。心に響く美しいハーモニーを楽しん
でいただきました。

血中・関節内の尿酸に体が拒否反応を示す疾患。語源は諸説あり「風が当たるだけで痛い」の説も。 食品に含まれるプリン体、ストレス、過度な運動などにより血中の尿酸濃度が上昇することで発症。

　当院の糖尿病治療は、入院と外
来の両方で行っていますが、初めて
糖尿病と診断された患者さんには、
できれば教育入院をお勧めしていま

す。例えば、「1日1600キロカロリー」と
栄養指導を受けても、すぐに理解す
るのは難しいものです。その点、教育
入院であれば1日の摂取カロリーに
合わせた食事が出てくるため、実際
の食事を実感することができます。ま
た、入院時に糖尿病患者同士で情
報交換をしたり、一緒に頑張る友人
を作っていただく機会にもなります。

　実際には仕事や家庭の事情で入
院が難しい患者さんも多いため、外
来での治療にも力を入れています。
基本は食事療法と運動療法。食事
療法では、栄養士による指導を実

主な初期症状として、足の指先など体温の低い部位に非常に大きな痛みが突如あらわれます。 肥満解消・お酒は控えめ・積極的な水分摂取・軽い運動など、健康的な生活を心がけましょう。

施、運動療法では、歩行やラジオ体
操などの手軽な運動を取り入れると
ころから指導しています。
　食事と運動での改善が難しい場
合は薬物療法を行います。なかに
は薬物療法への拒否感が強い患
者さんもいますが、一定期間の基
本療法でも効果がない場合、早め
に薬物療法へ移行する必要があり
ます。血糖値が高い状態が続くとイ
ンスリンの分泌が低下したり効きが
悪くなるなどして、最終的にさらに
多くの薬が必要になり、また、その
間に合併症が進行しかねないから
です。この点については、患者さん
にもあらかじめご理解いただけれ
ばと思います。

　団塊の世代が75歳以上となり、高齢者人口のピークを
迎える2025年に向かって、国は医療政策を大きく変化させ
ようとしています。入院治療や在宅療養を必要とする高齢
者の急増に対応するために、地域において医療と介護の
ネットワークを構築し、高齢者を地域で支える仕組みをつく
るという方向性を打ち出しています。
　その仕組みのなかで、医療機関の体制も変化します。上
図のように、高度急性期病院、一般急性期病院、亜急性期
病院、回復期リハビリテーション病院、療養型病院、診療所
がそれぞれの役割を明確に分担。地域のさまざまな医療機
関が互いに連携し、一つの病院のように機能することで、よ
り適切で効率的な医療を提供していこうとしています。

　大きく変化する医療政策のなかで、名古屋第二赤十字
病院は高度急性期医療を担います。高度急性期病院は、
発症後間もない重症な患者さんや生命に関わる重篤な患
者さんに、高度で専門的な医療を集中的に提供する病院
です。具体的な診療体制について、国は上記のように規
定しており、これまで以上に重篤・重症な患者さんに特化
した医療施設へと変わっていく見通しです。
　当院は高度急性期病院という使命を果たすために、国
が描く診療体制に徐々に移行していかざるを得ません。来
院される方が戸惑うことのないように、これからも本紙など
を通じて診療体制の変更についてわかりやすくご案内し
ていきます。

当院が開催する「納涼夏祭り」は、毎年
の恒例行事として地域の皆さまにも喜
ばれています。イベントの開催には、地域
ボランティアの方々の協力が欠かせませ
ん。納涼夏祭りの際、病院前のロータ
リーで行う盆踊りをリードするのは、広路

学区広路太鼓と滝川学区女性会の皆
さまです。
毎年、やぐらのふもとで軽妙に太鼓を打
つ広路太鼓の酒井良介さんは、「納涼
夏祭りへの参加は滝川学区女性会から
依頼されたのがきっかけです。名古屋
第二赤十字病院へは、亡くなった私の
両親も入院していたことがあります。盆
踊りを盛り上げることができるなら手伝
いたいと、引き受けました」と話します。
滝川コミュニティセンターで活動をしてい
る滝川学区女性会からは、毎年10人ほ
どのメンバーが浴衣を着て祭りに参加
し、踊りのお手本を見せてくれます。「病
院と地域が一緒になって夏祭りを開催

するのは、良いことだと思います」と会長
の岩田勝美さん。
こうしたイベントを通し、当院では今後も、
ボランティアの皆さまと協力し信頼関係
を築きながら、地域により深く根ざした病
院をめざしていきます。

　糖尿病とは、血液中にあるブドウ糖を下げるホルモン「イ
ンスリン」の作用が低下し、血糖値が上がる病気です。糖尿
病には主に1型と2型の2種類があり、1型は、インスリンを産
生する膵臓の細胞が破壊されてインスリンを生成できなくな
る病気で主な原因は自己免疫機転と考えられています。2
型は、過食や運動不足、肥満、ストレスなどによるインスリン
抵抗性（インスリンの効き目が悪い事）と、遺伝的な基盤を持
つインスリンの分泌低下が様々な割合で組み合わさってお
こるいわゆる生活習慣病です。日本国内には、平成19年時

点で約2210万人の糖尿病患者とその予備軍がおり、その
およそ9割が2型糖尿病だと言われています。また平成２３年
度の厚生労働省の国健康栄養調査によると日本人成人の
約4人に一人は糖尿病もしくは予備軍と言われています。
　糖尿病で怖いのは合併症です。網膜症、腎症、神経障
害の糖尿病性三大合併症のほかにも、身体にさまざまな症
状が現れます。ただ、万が一糖尿病と診断された場合で
も、普段から食事療法や運動療法、必要に応じた薬物療
法を続け、血糖値をうまくコントロールして合併症に注意す
れば、正常な人と変わらない生活を送ることが可能です。

　糖尿病の予防は、食事療法です。ただ、最近流行りの
低糖質を含めた特殊なダイエットは、やりすぎると危険を伴
う場合があります。あくまで大切なのは、極端な偏りを避
け、バランスのよい食生活を心掛けることです。
　また、予防には運動も大切です。日本人の平均摂取カロ
リーは2000年頃からほぼ横ばいですが、一方で運動量は減
少しています。運動にはインスリンの効きを良くする作用があ
り、この作用は、運動後2～3日は継続すると言われていま
す。そのため、週に2～3日以上、20～30分程度の軽度から
中程度の運動を食後に1日2～３回行うのが理想です。また、
運動時間をまとめて取りづらい方は、万歩計を取り付け、1日
8000～1万歩を目安にこまめに歩くように努めてください。

燃料備蓄タンク
設置場所

昨年9月、一般病院では国内初のFISH自動解析装置を導入し、
精度の高い診断で診療に貢献する「病理診断科」についてご紹介します。

地域交流イベントや院内設備強化を通し、
皆さまが笑顔で安心して利用できる病院をめざしています。

地 域
交 流

最高気温36度の猛暑を吹き飛ばす
楽しさいっぱいの納涼夏祭りを開催。

院 内
整 備

災害拠点病院としての機能強化のため、
第一駐車場にて燃料備蓄タンクの
拡張工事を行っています。

患 者
サービス

第16回ハートフルコンサートを開催。
心を優しく包む心地よい
ハーモニーが響きわたりました。

病理診断とは、細胞を詳しく観察し、
その性質を判断する「面接」のようなもの。

FISH自動解析装置などの導入で
より精度の高い病理診断が可能に。

糖尿病・内分泌内科より

状態を悪化させないよう
時には早期の薬物移行も食事量などを理解するため

はじめは教育入院を

ここをチェック

糖尿病・
内分泌内科部長
稲垣 朱実

医療の
仕組み
を知ろう！

病理診断科部長  都築 豊徳

FISH自動解析装置

バーチャルスライド

町とつながろう！
赤十字150周年キャンペーン

～滝川学区女性会・広路学区広路太鼓～

町の皆さまとともに作る
納涼夏祭り、病院と地域との
信頼関係を深めます。

赤十字150年の活動写真を展示。
苦しむ人々に寄り添い続ける赤十字の精神を、広く伝えました。

2025年に向けて
大きく変化する医療政策 高度急性期病院の使命と役割とは

医療の
仕組み
を知ろう！国

の
医
療
政
策

●結核（BCGワクチン）
●百日せき
●破傷風
●風疹
●ヒブ感染症
　（Hib＝インフルエンザ菌b型:細菌性髄膜炎などの予防）
●小児肺炎球菌感染症（細菌性髄膜炎などの予防）
●ヒトパピローマウイルス感染症※1（子宮頸がんの予防）
●インフルエンザ※2

▲「日本赤十字社の役割を伝
えたい」と、日本赤十字社の
社服姿で登場した副院長兼看
護部長の片岡。この社服は、
明治時代に日本赤十字社で働
く看護師が式典や外出用として
着用していたものだ。

糖尿病患者とその予備軍は、
日本人成人のおよそ４人に１人！

適度な運動は、カロリー消費のほか
インスリンの効きを良くする効果が！

外来
初めて診療を受ける人は、診療所や他
の病院からの紹介状をもった人に限り
ます。病状が安定した再来患者さんは、
かかりつけ医にて治療を継続します。

救急外来
3次(重症)救急、
2次(中等症)救
急を専門に引き
受けます。

入院
急性期の治療に集中します。急性
期を過ぎ、病状が安定した人には、
回復期リハビリテーション病院や療
養型病院などへの転院を促します。

国が規定する
高度急性期病院の
診療体制

一般急性期病院

亜急性期病院
療養型病院診療所

回復期リハビリテーション病院

高度急性期病院

日本糖尿病学会が発表した
「熊本宣言2013」。
これは、多くの糖尿病患者さんの血糖管
理目標値を【HbA1c（グリコヘモグロビン） 
7%】未満とし、これからも糖尿病発症予
防に尽力し、糖尿病の合併症で悩む人々
を減らすための努力を惜しまないことを宣
言するものです。

紹介状

自宅
紹介状

Par t
1八事日赤を

知ろう！

がんの治療方針に大きく影響する
「病理診断」をご存じですか？

より身近な、より安全な、病院として。
地域の皆さまと共に歩んでいきます。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖尿病は
自己管理が大切

正しい食事と運動で
リスクと付き合う
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